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--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

インターネットの発展により、どこにいても DX の情報、移動運用の情報がリアルタイムで流れてきます。しかし無線

機の前にいることが出来ずに、悔しい思いを何度もしています。そこで、「インターネット使って遠隔地に設置されて

いる自分の無線機のバンドを選び、交信相手を探してＱＳＯを行いたい」という計画をずっと温めていました。そのと

き eQSO で知り合った JN1KLT 岡田さんから紹介された FT-847SuperControl との出会いが私の計画を一気に押し進めて

くれました。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

ドイツで開発された FT-847SuperControlプログラム 

SuperControlはドイツの DH1NGP Peter Pfistererが約

2年前から開発を進めているYAESUのFT-847とFT-100

を CAT コマンドを使ってコントロールするものです。

FT-847SuperControl は 30 以上の機能をもった FT-847

を快適に操作し、サテライト通信をサポートする事ができ

るプログラムです。そのマニュアルの片隅に小さく

TCP/IPネットワークでコントロールが出来ると書いてあ

ったのを見逃しませんでした。私はさっそくダウンロード

して FT-847 と接続してプログラムをテストしましたが、

正常に動きませんでした。2002年 11月 1日にHD1NGP

に「日本語Windowsで正常に動作しない」とメールを書

いたところ、一番最初に来たメールが以下のものでした。 

 
それ以来、毎日のようにメールや、NetMeeting、チャッ

トでコンタクトを取りながら日本語 Windows で動く

FT-847SuperControlを共同で開発を行い、年末にドイツ

の DH1NGPの家まで行き 10日間で完成させました。こ

れにより私がかねてより抱いていたインターネットを使

ったリモートコントロールシャックが一気に完成したの

です。 

リモートコントロールシャックの構築 

 リモートコントロールシャックは残念ながらまだ購入し

て、繋げばすぐに使えるというものでは有りません。ネッ

トワークの技術、パソコンの知識、アマチュア無線に関す

る技術を駆使した最先端の遊びだといえます。 

システム構成 

図 1 システム構成は図 1に示すとおりです 

 

使用するソフトウェア 

１）無線機をコントロールする「FT-847SuperControl」 

２）音声を伝送するMicrosoftの「NetMeeting」 

３）サーバーの監視をする VNCプログラム 

http://www.tightvnc.com/ 

http://www.realvnc.com/ 

４）DynamicDNSサービスと DiCEプログラム 

http://www.hi-ho.ne.jp/yoshihiro_e/dice/ 

http://www.hi-ho.ne.jp/yoshihiro_e/dice/#LIST 

1番のシェアウェアである SuperControlプログラムを除

けば、インターネットで無料で手に入れられるか、OSに

標準で入っているものばかりです。では順番にシステムを

構築するためのノウハウをご説明しましょう。 

ネットワークの準備 

ネットワークの準備といってもネットワークインフラは

多数の選択肢が有り全てを解説できません。ここではフレ

ッツ ADSL と、 Cyberhome のマンションタイプ

HomePNA 接続、CATV インターネット接続を例に解説

します。ちなみに自宅の LAN 環境のみで SuperControl

を使用される方はこの部分は読み飛ばしてください。 

１）ADSLの場合 

PCが 1台の場合は特に問題ないのですが、複数のパ

ソコンを同時に使うためにルーターが入っている場

合、サーバーで動かすプログラムを外部からアクセス

できるようにするためにルーターの設定が必要です。 

（図 2 インターネットからそれぞれ５つのポートで 2台

のサーバーへアクセスできるようにする） 

図 2はメルコの無線 LAN内臓のルーターの設定画面です

Ueno, you are my first contact in Japan, 
nevertheless so many OMs from Japan 
visiting my homepage. 



が、 

・ サーバーの IP アドレスを DHCP ではなく固定アド

レスに変更 

・ アドレス変換の設定で 

NetMeeting のための 1500 と 1720 ポート、VNC

のための 5900 ポート、そして SuperControl の

Server で指定した任意のポートをサーバーのアド

レスに設定します。また電源管理サーバーのポート

とアドレスを設定します。 

２）HOMEPNAやCATVインターネット使用している場

合 

・ 複数のパソコンを接続してもグローバルアドレスが

ふられる場合ルーターの設置は必要ありません。し

かし、契約上ルーターの設置が必要な場合などは

ADSLでの設定と同じ作業が必要です。 

ドメインの取得と DiCE 

外部から自宅のサーバーにアクセスする必要があるため

に自宅のサーバーまたはルーターの IPアドレスを知る必

要があります。しかし、プロバイダーによってはグローバ

ルアドレスの固定 IPアドレスサービスを行っていないま

たは、別途費用が発生するなど、まだ固定 IPアドレスを

持っている人は少ないでしょう。多くの場合、パソコンや

ルーターの電源を入れなおしたり、何らかの理由で回線が

切断されるたびに、グローバルアドレスが新たにふられま

す。独自ドメインを取得している人は増えてきましたが、

固定 IPアドレスを持っていなければ、自宅のサーバーに

アクセスできません。 

そこで登場するのが、無料の DynamicDNS サービスで

す。詳しくは WEB を参照していただくとして、さ
らにフリーの DiCEプログラムを使うことにより、例

えば dh1ngp.no-ip.orgというドメインからサーバー

のアドレスにたどり着けるようになります。

（図 3 Diceが 1時間ごとにドメインアドレスを更

新している） 

無料の DynamicDNSサービスは何時サービスを停止

するか判りませんから、複数登録しておくと良いで

しょう。 
 

ハードウェアの準備 

１）サーバーの準備 

サーバーだからといって特別に早い CPUや沢山のメモリ

ーは必要ありません。ただし、Netmeetingがサウンドデ

バイスを必要とします。サウンドデバイスが全 2重で正常

に動作することが必要です。あと LANインターフェース

と FT-847 をコントロールするための COM ポート

（RS-232Cポート）が１つ必要です。 

24 時間動作させることを考えると安いノートパソコンを

用意したほうが電気代も節約できるかもしれません。 

OSはWindows98,Me,NT,2000,XPなど現在お使いのもの

をそのままサーバーにしてください。ただしサーバーとし

て使うわけですから OS の安定稼動は必須条件ですので

Windows2000 か XP を お 勧 め し ま す 。 ま た

Windowsupdateを必ず行うことを強くお勧めします。 

サーバーの COMポートからクロスケーブルで FT-847に

接続してください。もしサーバーパソコンの COMポート

を他の用途に使っている時はポートの増設か切り替え機

が必要です。なお、SuperControlは USBから COMポー

トへ変換するケーブルのすべてが正常に動作するかは検

証していません。プラネックスコミュニケーションズの

USR-03 を COM3 で動作確認はとれていますが、ご自身

の環境で必ずテストしてください 

２）クライアントパソコン 

こちらもどんなパソコンでもかまいませんがやはりどこ

でも使えるノートパソコンは魅力です。クライアントも

LAN または PHS などインターネットにアクセスするた

めのデバイスが必要です。またヘッドセットか、せめてマ

イクだけは必要です。 

私の場合はノートパソコン内臓の無線 LAN と PHS を切

り替えて使っています。自宅からアクセスする時は LAN

を、外出先や車の中、電車の中では PHSを使っています

が、接続方法の違いによる音声の劣化はありません。

(写真 1 PHS とヘッドセットさえあれば、どこでもシャ

ックになる) 

 



オーディオ信号のインターフェース 

FT-847からの受信信号は背面のDATAポートから直接サ

ーバーのマイクまたは LINE 端子に直接入力します。

FT-847のメニュー番号 23 を 1200bps設定しておいてく

ださい。 

問題はサーバーから FT-847への信号入力です。SSTVや

PSK32 のためのインターフェースがそのまま使えます。

PTTの制御は SuperControlが直接行いますので VOXま

たは RS232C ポートでの DTR/RTS での制御は必要あり

ません。私はアドニスの RADIO／ PC Interface 

AK-RPC1を使用しています。 

ここで問題になるのがマイクラインへのRFの回り込みで

す。私も VUHF では問題なかったものの７ＭＨｚで電波

を出したところ、激しい回り込みを起こし対策に追われま

した。ファェライトコアを入れたり、さまざまな対策を取

りましたが、一番効いたのは AK-RPC1 の電源を FT-847

とは別にすることでした。その点 JN1KLT 岡田さんが作

られているような無電源タイプのレベルコンバーターの

ほ う が 安 定 し て 動 作 す る か も し れ ま せ ん 。

http://jn1klt.no-ip.com/ 

 

高価な AK-RPC1を使うメリットは、ハンドマイクの PTT

を押すとサーバーからの信号をカットしてくれるので切

り替えることなく使えることでしょう。スイッチはAUTO

ではなく VOX側に切り替えておいてください。VOXとは

無線機の VOX機能を使うということですが、PTT制御は

SuperControl が行ってくれますので大丈夫です。サーバ

ーからのオーディオ信号を AK-RPC1 に入れその後ろに

スピーカーを繋げますのでサーバーを通常使用するとき

に差し替える必要もありません。 

 

（写真 2 ノイズフィルタ TDK の NF-CS09 を電源とマ

イク出力に入れたて回りこみ対策をとった） 

電源管理サーバー 

宅内 LAN からのコントロールであれば、サーバーの OS

がハングアップしたり FT-847が送信した状態のままにな

ってもすぐに停波処置がとれます。しかし将来インターネ

ット経由で無人運用となるとWindowsを 100％信用する

こともできません。またモバイル環境で突然の回線切断な

どインターネットを利用するからには何が起こっても対

処できる仕組みが必要です。 

そこで登場したのが秋月で販売している PICNIC という

入出力端子を持った独立した専用サーバーです。 

（写真 3 無線機の電源、PCの電源と Resetが行える） 

 
（図4 PICマイコンのアセンブラソースを変更してパス

ワードを追加した） 

（図 5 PICNICの CPUPIC16F877の中のアセンブラプ

ログラムは同じく秋月の PICPGM で書き換えています。

PICNIC を無改造でインターネットに接続するのは危険

ですからおやめください。ソースコード又はプログラムを

書き込んだ PIC16F877の配布はWEBでアナウンスしま

す） 

FT-847のセッテング 

サーバーからの RS232Cクロスケーブルは CAT端子に接

続します。そのうえで、メニュー37 番の通信速度を

57600bpsにします。 

 

秋月の PICNIC（改） 
 

FT847の電源を切るリレー 



 

（写真 4 クロスケーブルにも PC側にフィルターを入れ

た） 

以上でハードウェアの準備は完了です 

ソフトウェアの準備 

１）SuperControlのインストール 

SuperControl は http://supercontrol.hk.tc/からダウンロ

ードできます。新規フルインストール版（約４０MB）と、

バージョンアップファイル（約１MB）の２つが必要です。

またCD-ROMの販売も行っていますのでご利用ください。 

インストール直後に表示されるメニューは English を選

んでインストールを進めてください。注意としてはサーバ

ーとクライアントに同じバージョンをインストールする

ようにしてください。 

２）Netmeetingのインストール 

Windows9x と Me は Microsoft のダウンロードサイトか

ら最新版をダウンロードしてインストールしてください。

Windows2000は最初から入っているものが使えます。最

新バージョンは３．０１です。 

推奨する設定は以下の図 6になりますが、貴方のサーバー

とクライアントで実際一番良い音と、音声の遅延が最小に

なるように調整をしてみてください。 

 
NetMeetingは起動直後は通話を自動的に受信できない設

定になっています。これだけは人がメニューから選んで

「通話を自動的に受信する」にしなければなりません。 

３）VNCのインストール 

サーバーの状態をネットワークを介して監視できるプロ

グラムです。実はこの VNCプログラムを使って私のパソ

コンの上で日本語版 SuperControlの開発を日本とドイツ

で共同作業で行いました。また英語が話せない私はクロス

ランゲージが販売しているピカイチという翻訳ソフトを

使って日英リアルタイム翻訳チャットを行えたのも VNC

のおかげです。この VNCと翻訳ソフトがなければ約 1ヶ

月で日本語 SuperControlが完成することはなかったと言

い切れます。 

それだけ強力なプログラムがゆえにパスワードの管理は

厳重に行ってください。VNC にはユーザーという概念が

ありません。あなたの IPアドレスまたはドメインさえ判

れば、パスワードの入力画面が出てきます。最悪あなたの

パソコンを第 3者に乗っ取られる可能性があります。また

不要な時はVNCを終了させておくことを強くお勧めしま

す。 

 

（図 7 VNCのパスワード設定画面） 

 

実際の運用 

ここまで準備が出来れば、すでに貴方の FT-847はインタ

ーネット使ったリモートシャックになっています。ただし

1つだけ大きな問題が残っています。現行の電波法・アマ

チュア局審査基準の中でアマチュア局の遠隔制御につい

て「連絡線は専用線に限る」という一文があるのです。イ

ンターネットなど無かったときに出来た審査基準なので

仕方ないことですが、現在「関東総合通信局無線通信部私

設第二課」と何度も話し合いを重ね審査基準の見直しを行

ってもらっています。みなさんも是非変更申請をだしてみ

てください。 

 

SuperControlの使い方 

SuperControl は本来 FT-847 の操作性を高め、サテライ

 

けして単純なパスワードを使わないこと 

これを選択すると遅延が少なくなる 

SSBの弱い信号や FMの変調の浅い局も聞こえるようにする 



ト運用を支援するために開発がはじまりました。

DH1NGP Peter Pfistererは自分の為に開発を行い、ユー

ザーの声を聞き入れながら機能を増やしていきました。 

今回 SuperControlのすべてを解説することは不可能です

が、ユーザー登録をしなくても 30日間全ての機能が使え

ます。まずリモートコントロールを行う前にサーバーの画

面で各ボタンの使い方を試してみてください。DH1NGP

が書いた英文マニュアルの重要な部分を日本に直したも

のを CD-ROMとWEBで配布していますのであわせてご

覧ください。 

 

以下の図 8は SuperControlのメイン画面です。 

 

Sメーター表示、周波数表示が FT-847をほぼ忠実に再現

しています。その下のボタン群は左右対称に並べられてお

り、FT-847 の特徴でもあるサテライト機能をサポートし

ているのが判ります。左からバンドスイッチ、モードスイ

ッチ、周波数の UP/DOWNスイッチ、そして中央は周波

数を直接入力するための１０KEY パッドと並んでいます。

さらにその下に配置されているのがメモリー操作のため

のボタンとメモリーの表示です 

 

注意が必要なのは右側のボタン群はサテライトモードの

時だけ機能するということです。これは SuperControlの

制約ではなく FT-847の CATコマンドの制約です 

 

１）起動したら Configurationの Serialport/Countoryの

中にある Japaneseと使用する COMポートを選んで

ください。これで日本語 OSの上で正常な動作ができ

るようになります。 

 
（図 9 Serial portと言語の設定画面） 

Japanese を選び忘れると、TX ボタンを押して送信に入

ったあと、RXボタンを押しても受信に戻れない、メータ

ーが動かない、一定の条件下で SuperControlがハングア

ップするなどの問題が生じます。 

２）次に CATボタンを押して FT-847の CAT表示が現れ

たことを確認します。もし現れない時は RS232C ケ

ーブルが正しく接続されていないか、ストレートケー

ブルの可能性が有ります。 

３）この時点で FT-847 の VFO をまわしたりバンドを切

り替える、モードを切り替えるなどの操作がすべて

SuperControlの画面に反映されます。 

４）SuperControl のバンドスイッチや周波数の変更ボタ

ンに反応して FT-847の表示がかわります。 

５）TXと RXボタンが小さいと思われた方も多いと思い

ます。私も実際マウスで操作してみてその使い勝手の

悪さを DH1NGP へ報告をしたところ翌日には大き

な変更がなされました。 

RXボタンを押してみてください。大きなボタンが表

示されます。同様にメインウインドウの TXボタンを

押すと送信した状態で大きなボタンが表示されます。

(図 10 周波数、モード切替、送信タイムアウト設定

など必要最低限の機能が凝縮されている) 

６） このままですと SuperControl が画面を占拠し

てしまい、Hamlog など他のプログラムと併用が出来ま

せん。それを報告するとさらに翌日にはメインウインド

ウが隠されるチェックボックスが追加されました。



 

（図 11 メインウインドウが隠され Hamlog プログラム

と共存させた状態） 

７）その他、衛星通信のためのドプラー計算や、ローテー

ターコントロールプログラムとの連動、DXクラスタ

ーの表示、バンドスキャン、バンドスコープ、ボイス

ID、トランスバーターの周波数表示、そして FT-847

のメモリー機能を上回る、メモリーオペレーションが

可能です。 

 

（図 12 DDE(Dynamic Data Exchange)インタ
ーフェースを使いサテライトプログラムからデー

タを受け取り周波数補正が行える。YAESU のロ
ーテーターコントロールも出来る） 
 
リモートコントロールを使用する 

 

では実際リモートコントロールシャックを使ってみまし

ょう。以下の図 13は TCP/IPサーバーの画面です。 

 
（図 13 接続やコマンドなどの詳細な記録が残せ、回線

の切断を検知して送信を止めるなどるなどアマチュア無

線局審査基準の要求をすべて満たしている） 

メインウインドウの Network/misc を選びパスワードと

Port 番号を入力します。一番最初に解説したルーターを

使用している人はポート番号がルーターの設定と TCP/IP

サーバーの設定が同じでなければなりません。 

パスワードが一致しないユーザーを SWLとして接続を許

す事もできます。SWL ユーザーは TX ボタンが押せませ

ん。最大の特徴は、送信中にクライアントが突然切断され

ると速やかに受信に切り替わります。 

 
（図 14 接続先サーバー、ポート番号、パスワードを入

力します） 

図 14が TCP/IPクライアントの画面です 

 

LANで使用する時は IPアドレスを直接入力しますが、イ

ンターネットからのアクセスの時は DynamicDNS に登

録したドメイン名を入力して接続します。 

 

NetMeeting も同様に接続して音声が通るか確認し

ます。ときにサーバー側からの音声が届くが、こち

らの音声が届かないというトラブルが起こります。

ルーターの設定間違いや WindowsXP の場合 LAN イ

ンターフェースの FireWall の設定が ON になってい

る可能性があります。 

 

写真 5は実際運用している画面と様子です。その様子はイ

ンターネットで音声チャットをやっているのとなんら変

りません。しかしそのインターネットの先には無限の可能

性を秘めたアマチュア無線の世界が広がっています。



 
（写真5 7n4uyfがThinkPadの内臓ワイヤレス
LANを使って居間から７MHｚでONAIRしてパ
イルをさばいている。） 

私の家でこのシステムは完璧に動いています。LAN また

は PHSを使った交信で、相手に説明しない限りリモート

シャックであることを気が付いた人はほとんど居ません

でした。1局だけ FMモードでフルスケールの相手に音声

がデジタライズされていると指摘された以外、７ＭＨｚの

SSBなどでは全く通常の交信と変わりません。 

ただし音声の伝送に 0.5 秒程度の遅延があるので PTT の

操作に若干の遅れが出ます。パイルアップになっている局

を呼ぶタイミングには少し慣れが必要です。これは

SuperControl の問題ではなく Microsoft の NetMeeting

の問題ですから今後の改良が待たれます。 

 

今後の開発予定 

4月頃までには FT-100SuperControlの日本語対応を終え

る予定です。 

その次は FT-1000MPSuperControl の開発を行う予定で

す。すでに DH1NGPにMARK-Vを送ってあります。最

強のリモートシャック完成を目指しますのでご期待くだ

さい。 

 

参考 URL 

1) 日本語 SuperContrrolページ 

http://supercontrol.hk.tc/ 

2) 本家 SuperContrrolページ 

http://www.supercontrol.de/ 

3) サーバーの監視をする VNC 

http://www.tightvnc.com/ 

http://www.realvnc.com/ 

4) 電源管理サーバーhttp://www.tristate.ne.jp/ 

5) DynamicDNSサービスと DiCEプログラム 

http://www.hi-ho.ne.jp/yoshihiro_e/dice/ 

http://www.hi-ho.ne.jp/yoshihiro_e/dice/#LIST 

6) オーディオインターフェース JN1KLT岡田 

http://jn1klt.no-ip.com/ 
7) 翻訳ソフト 

http://www.crosslanguage.co.jp/ 
 
問い合わせ、CD-ROMの注文 
ライセンス登録メールアドレス 
日本語 ji1fgx@supercontrol.de 
ドイツ語、英語 dh1ngp@supercontrol.de 
CD-ROM取扱店 多摩電機 東京都青梅市 

tamadenki@cqjapan.com 
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